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一   目   統   計 

 

※ 令和６年４月１日現在 

世 帯 

 

 

 

 

一世帯当たり 

   2.23 人 

 人口密度 

 

 

 

 

1 ㎢当たり 

115.88 人 

 消防費 

 

 

 

 

住民 1 人当たり 

20,490 円 

 消防職員 

 

 

 

 

住民 674.6 人に 

1 人 

 消防団員 

 

 

 

 

住民 58.7 人に 

1 人 

人口 101,188 人 

世帯 45,377 

 面積 

873.2 ㎢ 

 当初予算 

2,073,381 千円 

 定員 156 人 

実員 150 人 

 定員 2,424 人 

実員 1,725 人 

 

 

   ※ 令和５年中 

火 災 

 

 

 

 

7.9 日に 1 件 

 火災1件当たりの損害額 

 

 

 

 

1 件当たり 1,350 千円 

 火災による死傷者 

 

 

 

 

年間１１人 

件数 46 件 
 

損害額 62,079 千円 
 死 者  4 人 

負傷者  7 人 

 

 

   ※ 令和５年中 

救急出場 

 

 

 

 

1 日に 14.1 件 

 救助出動 

 

 

 

 

4.8 日に 1 件 

 緊急通報受信回数 

 

 

 

 

1 日に 22.3 回 

5,142 件 
 

76 件 
 8,128 回 

(うち 119 は 7,683 回) 
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相馬地方広域市町村圏域の概要 

１ 圏域の構成 

当圏域は、相馬市・南相馬市（旧原町市、旧小高町、旧鹿島町が合併）を中心に、新地

町・飯舘村の２市１町１村をもって構成し、その圏域は東西に 33km､南北に 44km､総面積

873.2 ㎢､人口は 101,188 人（令和６年４月１日現在）である。 

また、この圏域は、過去相馬藩６万石の領地として2   2   代続いた歴史ある地域であり、

運命共同体的な絆の強い人間性を有している。 

有名な相馬地方民謡の宝庫であるとともに、「世界一の馬の祭典」ともいわれ、一千有

余年の歴史と伝統を誇る国指定重要無形民俗文化財の「相馬野馬追」は、全国に名を馳せ

た祭りであり、令和６年から開催時期が７月から５月に変更され、圏域内市町村が一体と

なって執行されている３日間の祭典は、広域行政システムの創始といっても過言ではない。 

２ 圏域の位置・環境 

当圏域は、福島県の太平洋沿い北端部に位置し、圏域中心都市の相馬市、南相馬市から

県都福島市まで約 60km、仙台市まで 60～80km の距離にある。 

地形は、圏域西部を南北に縦走する阿武隈高地が尾根となり、この尾根から丘陵が複雑

に東走し、一部は海岸まで達している。東走する丘陵の間には河川が東流し、その流域に

はそれぞれデルタ状の平地が形成され、市街地集落と耕地が展開している。 

太平洋沿岸は単調な南北線で形成され、比較的遠浅の海が広がる。 

昭和58年から相馬市と新地町を対象に、地域振興整備公団の事業として、相馬中核及び

内陸工業団地の整備が行われ、大中小様々な企業の工場が誘致され稼動している。また、

南相馬市には、近未来を担うとされるロボットの研究施設が造られ、世界各地から企業が

参入し敷地内の様々な施設を利用し日々研究が行われている。 

更に、福島県浜通り一帯は電源基地となっており、当圏域では新地町で平成６年から火

力発電所（１・２号機）が、続いて平成９年からは南相馬市でも火力発電所（１・２号機）

の運転が開始され電力供給の一翼を担う地域となっている。 

３ 東日本大震災の影響  

平成 23 年３月 11 日（金）14：46 頃に発生した東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）

では、震度６強の激しい揺れと大津波が太平洋沿岸部を襲い、当圏域の沿岸部は壊滅状態

となり、多くの尊い命が奪われた。更には東京電力福島第一原子力発電所事故が発生し、

大量の放射性物質が放出され多くの住民が避難を余儀なくされるなど、世界でも類を見な

い原子力災害となった。当圏域の一部は避難指示区域となり、現在も南相馬市及び飯舘村

に帰還困難区域が残るものの、飯舘村長泥地区が特定復興再生拠点区域として一部解除さ

れるなど復興が進んでいる。一方で平成 27 年３月の常磐自動車道全線開通、令和３年４月

東北中央自動車道が相馬福島間で全線開通し、高度医療機関搬送の迅速化と地域産業の活

性化が図られ、安心安全な住民生活の確保が一層期待される。  
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４ 位置図及び県内消防本部管轄区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 圏域の面積、世帯数、人口               （令和６年４月１日現在） 

区分 

市町村 面積（㎢） 世 帯 数 
人      口 

男 女 計 

相 馬 市 197.8 14,223 16,182 16,322 32,504 

南 相 馬 市 398.6 26,411 28,226 28,305 56,531 

新 地 町  46.7 2,941 3,780 3,765 7,545 

飯 舘 村 230.1 1,802 2,332 2,276 4,608 

合 計    873.2 45,377  50,520 50,668 101,188 

 

※ 人口及び世帯数は住民基本台帳に基づく。 

茨城県 
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相 馬 地 方 広 域 消 防 沿 革      

 
昭和４７. ４  相馬市、原町市、小高町、鹿島町、新地町、飯舘村の２市３町１村から １９７２ 

なる相馬地方広域消防が発足、１本部、２署４分署を設置する。 

           消防職員１２０名  消防ポンプ自動車１０台  救急自動車３台 

指令車１台  指揮車２台  無線局６局  移動局１７局 

           初代消防長に渡邊清憲が就任する。 

９ 化学消火剤（エアフォーム）を 2,000 ㍑備蓄する。 

       １１ 消防ポンプ自動車（ニッサンＦＨ60）２台を購入し、新地分署、飯舘分署に配置する。 

昭和４８． ２ 危険物火災に備え、化学消防ポンプ自動車（いすゞ、水槽 1,500 ㍑、 １９７３ 
薬槽 500 ㍑）を購入し、消防本部に配置する。 

４ 第２代消防長に岸 近が就任する。 

原町消防署が橋本町から、消防本部へ移転併設となる。 

双葉地方広域市町村圏組合と消防相互応援協定を締結する。 

消防本部内の機構改革を行い、庶務係を総務係に、警防救急係を警防係に名称を変更 

する。 

６ 指揮車（ニッサンブルーバードＵ）５台を購入し、相馬消防署、小高分署、鹿島分署、

新地分署、飯舘分署に配置する。 

原町消防署にマイクロ型救急自動車を配置する。 

９ 飯舘分署に救急自動車を配置する。 

伊達地方消防組合と消防相互応援協定を締結する。 

消防ポンプ自動車(ニッサンＦＨ60)を購入し、鹿島分署に配置する。 

昭和４９． １ 亘理地区消防事務組合と消防相互応援協定を締結する。 １９７４ 

６ 仙南地域広域行政事務組合と消防相互応援協定を締結する。 

８ 第 24 回福島県水防演習が鹿島町の真野川にて実施される。 

空気充填機１台を購入し、消防本部に設置する。 

９ 昭和 49年度福島県総合防災訓練が原町市で実施される。 

１２ 水槽付消防ポンプ自動車(いすゞ、水槽 2,000 ㍑)１台を購入し、相馬消防署に配置 

する。 

昭和５０．  ８ 第５回福島県下消防職員親善卓球大会を相馬市(相馬女子高)で開催する。 １９７５ 

１１ 相馬地方防火管理連絡協議会が設立される。 

     １２ 民間クレーン業者（松島、山王）と協力契約する。 

昭和５１． ４ 第３代消防長に吉田嘉基が就任する。 １９７６ 

相馬地方消防設備保守協会が設立される。 

７ 指揮車（ニッサンブルーバード）を購入し、原町消防署に配置する。 

１０ 消防ポンプ自動車(ニッサンＦＨ60）を購入し、相馬消防署に配置する。 

昭和５２.  ４ 消防本部の機構改革で、総務課、消防課の２課制とする。 １９７７ 

      ６ 救助訓練塔を消防本部前庭に仮設する。 

１０ 消防ポンプ自動車（ニッサンＦＨ60）を購入し、原町消防署に配置する。 

１２ 日本損害保険協会より救急自動車（トヨタ２Ｂ型）が寄贈され、相馬消防署に配置 
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する。 

昭和５３． ５ 東京海上火災保険会社より広報車（トヨタカリーナバン）が寄贈され、 １９７８ 

原町消防署に配置する。 

７ 職員定数条例の一部を改正、３名の増員を図り 123 名とする。 

８ 広報車１台（トヨタコロナバン）を購入し相馬消防署に配置する。 

指令車（ニッサンセドリック）を購入し、消防本部に配置する。 

９ 救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を購入し、原町消防署に配置する。 

１１ 水槽付消防ポンプ自動車(いすゞ、水槽 2,000 ㍑)を購入し、小高分署に配置する。 

昭和５４．１０ 新地分署庁舎の事務室（４２㎡）を増築する。 １９７９ 
相馬地方広域消防検閲式を実施する。 

１１ 相馬地方少年婦人防火委員会が設立された。 

１２ 水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ、水槽 2,000 ㍑）１台、消防ポンプ自動車２台を 

購入し、水槽付消防ポンプ自動車を鹿島分署に、消防ポンプ自動車を相馬消防署と 

原町消防署に配置する。 

昭和５５． ４  第４代消防長に泉 茂が就任する。 １９８０ 

         職員定数条例を一部改正、１名の増員をはかり１２４名とする。 

８ 日本損害保険協会より消防ポンプ自動車（トヨタランドクルーザーＡ１級）が寄贈さ

れ、原町消防署に配置する。 

９ 昭和５５年度福島県総合防災訓練が相馬市で実施される。 

１１ 日本防火協会より相馬地方婦人防火クラブに防火広報車（ニッサンキャラバン）が 

寄贈される。 

相馬地方広域消防検閲式を実施する。 

昭和５６． ２ 圏域内関係者と相馬地方広域消防の間で、ガス漏れ及び爆発事故防止対 １９８１ 
策に関する覚書を締結する。 

        日本損害保険協会より救急自動車(トヨタ２Ｂ型)が寄贈され、飯舘分署に配置する。 

３ 福島県共済農業協同組合連合会より救急自動車（ニッサン２Ｂ型）が寄贈され、原町 

消防署に配置する。 

６ 相馬郡医師会の協力により救急Ⅰ課程講習会を開催、職員４５名、双葉広域消防職員 

  １７名が受講し資格を取得する。 

７ 職員定数条例を一部改正、２名を増員し１２６名とする。 

１０ 第９回福島県下消防職員親善剣道大会を原町市（県営原町体育館）で開催する。 

１１ 消防器具搬送車（いすゞバン）２台、査察車(ニッサンパルサー)１台を購入し、相馬 

消防署、原町消防署に器具搬送車、消防本部に査察車を配置する。 

昭和５６年度福島県相双地方防災訓練を小高町で実施する。 

昭和５７． ４ 職員定数条例を一部改正、２名増員し１２８名とする。 １９８２ 

      ６ 指揮兼広報車（ニッサンパルサー）２台を購入し、相馬消防署、鹿島分署に配置する。 

９ 昭和５７年度福島県総合防災訓練が原町市で実施される。 

１０ 消防ポンプ自動車（ニッサンＢＤ１型）を２台購入し、新地分署、飯舘分署に配置す

る。 

昭和５８． ４ 第５代消防長に吉田信雄が就任する。 １９８３ 

６ 指揮兼広報車（ニッサンパルサー）２台を購入し、原町消防署、飯舘分署に配置（更
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新)する。 

９ 救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を購入し相馬消防署に配置(更新)する。 

１２ 昭和５８年度福島県相双地方防災訓練が鹿島町で実施される。 

 山之内製薬株式会社より救急自動車(ニッサン２Ｂ型)１台が寄贈され、小高分署に配

置する。 

小高分署で救急業務を開始する。 

昭和５９． １ 消防無線電話基地局２基（新地分署、飯舘分署）、移動局１基、携帯局 １９８４ 
１０基を整備する。 

２ 相馬地方婦人消防大会が小高町で開催される。 

６ 鹿島町藤加工所より救難用ゴムボートが寄贈され、鹿島分署に配置する。 

相馬地方広域消防職員観閲式を実施する。 

     １０  救急自動車（トヨタ２Ｂ型）を１台購入し、鹿島分署に配置する。 

鹿島分署で救急業務を開始する。 

１１ 消防ポンプ自動車（トヨタＢＤ１型）を購入し、鹿島分署に配置（更新)する。 

昭和６０． ２ 日本自動車工業会より救急自動車（トヨタ２Ｂ型）が寄贈され、新地

分署に配置する。 

新地分署で救急業務を開始する。 

１９８５ 
  分署に配置する。 

  新地分署で救急業務を開始する。 

４ 組織機構改革し、相馬消防署に鹿島分署、新地分署を、原町消防署に小高分署、飯舘 

分署を編入する。 

職員定数条例を一部改正、２名の増員を図り１３０名とする。 

８ 救命ボートを購入し、相馬消防署に配置する。 

１１ 相馬地方幼年消防大会が原町市（県営原町体育館）で開催される。 

１２ 指令車（ニッサンローレル）を購入し、消防本部に配置（更新）する。 

指揮兼広報車（トヨタカローラバン）を購入し、原町消防署に配置(更新)する。 

昭和６１． ８ 日本消防協会より救急自動車（トヨタ２Ｂ型）が寄贈され、原町消防署 １９８６ 

        に配置する。 

昭和６２． １ 消防無線電話２基購入、救急自動車（原町消防署）、器具搬送車(相馬 

消防署)に装備する。  

１９８７ 

          消防署）に配置する。 

相馬地方奥様防災博士連絡協議会が設立される。 

３ 消防本部前庭に救助訓練塔を設置する。 

４ 第６代消防長に鈴木一男が就任する。 

８ 第 17 回福島県下消防職員親善卓球大会が原町市（県営原町体育館）で開催される。 

１０ 指揮兼広報車（トヨタカローラバン）を購入し、相馬消防署に配置(更新)する。 

１１ 消防無線電話移動局３基購入、指揮車(原町消防署)、器具搬送車（原町消防署）、水

槽付消防ポンプ自動車(鹿島分署)に装備する。 

昭和６３． １ 水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ、水槽 2,000 ㍑）を購入し、相馬 １９８８ 

消防署に配置(更新)する。 

３ 相馬地方危険物安全協会が設立される。 

８ 相馬消防署新地分署車庫に防寒防犯のためのシャッターを取り付ける。 

１０ 原町市幼年消防大会が県営原町体育館で開催される。 

        相馬地方婦人消防隊連絡協議会が設立される。 

１１ 福島県相双地方総合防災訓練が飯舘村で実施される。 
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      １２ 救助工作車（いすゞⅡ型）を購入し、原町消防署に配置（新規）する。 

平成 元． ３  福島県共済農業協同組合連合会より救急自動車（ニッサン２Ｂ型）が １９８９ 

        寄贈され、原町消防署に配置する。 

５ 第４２回福島県下消防大会が原町市で開催される。 

 ６ 指揮兼広報車（トヨタカローラバン）２台を購入し、相馬消防署新地分署、原町消防

署小高分署に配置(更新)する。 

８ 財団法人日本消防協会より指揮兼広報車が寄贈され、消防本部に配置する。 

平成 ２． ２ 消防無線電話移動局２基購入し、水槽付消防ポンプ自動車（相馬消防署） １９９０ 
と指揮兼広報車（相馬消防署鹿島分署）に配置する。 

３ 財団法人日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車（三菱、水槽 2,000 ㍑）が寄

贈され、原町消防署に配置（更新）する。 

      ４ 第７代消防長に佐藤芳夫が就任する。 

      ７ 指揮兼広報車（トヨタカローラバン）２台を購入し、相馬消防署、原町消防署飯舘分

署に配置(更新)する。 

      ８ 平成２年度福島県総合防災訓練が相馬市で実施される。 

      ９ 財団法人日本防火協会より防火広報車（ニッサンキャラバン）が寄贈され、消防本部

に配置する。 

         救急自動車（２Ｂ型４ＷＤ）を購入し、原町消防署飯舘分署に配置（更新）する。 

１０ 第９回県下消防職員親善野球大会が原町市で開催される。 

１１ 相馬地方母と子の防火大会が原町市（県営原町体育館）で開催される。 

平成 ３． ６ 指揮兼広報車（トヨタカローラバン）を購入し、相馬消防署鹿島分署 １９９１ 

に配置（更新）する。 

１０ 救助工作車（三菱Ⅱ型）を購入し、相馬消防署に配置（新規）する。 

平成 ４． ２ 相馬地方消防設備保守協会１５周年記念式典が原町市で開催される。 １９９２ 

        福島総合警備保障株式会社より防火広報車１台が寄贈され、原町消防署に配置する。 

      ４ 職員定数条例を一部改正、３名を増員し１３３名とする。 

        ６ 指揮兼広報車（トヨタカローラバン）を購入し、消防本部に配置する。 

消防本部指揮兼広報車を原町消防署に配置替えする。 

       ８ 平成４年度福島県総合防災訓練が原町市で実施される。 

     １０ 消防ポンプ自動車（三菱ＣＤ１型）２台を購入し、相馬消防署、原町消防署に配置(更

新)する。 

消防無線電話移動局５基を購入し装備する。 

１１ 完全週休２日制の実施を開始する。 

     １２ ３０日相馬消防署勤務の大井利文消防司令補が救急現場にて殉職する。 

平成 ５． １ 故大井利文消防司令長の相馬地方広域市町村圏組合告別式が鹿島町勝縁 １９９３ 

        寺で執り行われる。 

２ 高圧空気充填機を購入し、消防本部に配備する。 

日本自動車工業会より救急自動車（ニッサン２Ｂ型４ＷＤ）が寄贈され、相馬消防署

に配車(更新)する。 

３ 高度救急資器材一式を購入し、原町消防署に配備する。 

      ４ 第８代消防長に只野清治が就任する。 

           職員定数条例を一部改正、８名増員し１４１名とする。 
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７ 高度救急資器材一式を購入し、相馬消防署に配備する。 

          救助隊管理者査閲を実施する。 

１０ 指令車（トヨタクラウン）を購入し、消防本部に配置する。 

化学消防ポンプ自動車（三菱Ⅱ型、水槽 1,300 ㍑、泡原液 500 ㍑）を購入し、原町消

防署に配置(更新)する。 

平成５年度福島県相双地方総合防災訓練が新地町で実施される。 

１２ 原町消防署に緊急自動車出動表示灯を設置する。 

平成 ６． １ 救急自動車(ニッサン２Ｂ型４ＷＤ)を購入し、原町消防署小高分署に配 １９９４ 

        置(更新)する。 

３ 消防無線電話基地局 1基、携帯無線局３基を更新配備する。 

       ４ 職員定数条例を一部改正、６名増員し１４７名とする。 

     １０ 水槽付消防ポンプ自動車（三菱、水槽 2,000 ㍑）を購入し、原町消防署小高分署に 

配置(更新）する。 

消防ポンプ自動車(三菱ＣＤ－１型)を購入し、相馬消防署に配置(更新)する。 

     １２ 故大井利文消防司令長の顕彰碑を建立する。 

平成 ７．  ２ 高度救急資器材一式を購入し、原町消防署飯舘分署に配備する。 １９９５ 

        消防無線電話移動局３基、携帯無線局３基を更新装備する。 

      ４ 救急救命士（草刈 薫）第１号が誕生する。 

８ 第２０回県下消防職員予防、警防、救急実務研究会が開催される。 

     １０ 平成７年度福島県相双地方総合防災訓練が小高町で実施される。 

水槽付消防ポンプ自動車（日野、水槽 2,000 ㍑）を購入し、相馬消防署鹿島分署に配

置（更新）する。 

消防ポンプ自動車（三菱ＣＤ１型)を購入し、原町消防署小高分署に配置（更新） 

する。 

高度救急資器材一式を購入し、原町消防署小高分署に配備する。 

     １２ 福島県緊急消防援助隊を編成する。 

平成 ８． ２ 消防無線電話基地局２基、移動無線局２基、携帯無線局３基を購入し、 １９９６ 

更新配備する。 

４ 第９代消防長に新谷榮正が就任する。 

消防本部の機構改革を実施し、総務課に総務係と企画調整係、予防課に予防係と危険

物係、警防課に警防救急係と通信指令係を設け３課６係とする。 

救急救命士に１人（菅野忠孝）が合格、計２人となる。 

６ 永井清美氏(相馬市)を第１号民間応急手当指導員に認定する。 

７ 相馬地方広域消防管理者査閲を実施する。 

      ９ 救急応急手当指導発表会を開催する。 

１１ 第１２回福島県防火大会が原町市で開催される。 

平成８年度福島県相双地方総合防災訓練が鹿島町で実施される。 

消防ポンプ自動車（三菱ＣＤ１型）２台を購入し、原町消防署、相馬消防署新地分署

に配置(更新)する。 

救急救命士に２人（高倉健一、小谷津芳秀）が合格、計４人となる。 

相馬（市）消防署発足４０周年を迎える。 
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平成 ９． ２ 消防無線電話基地局１基、移動無線局３基、携帯無線局３基を購入し、 １９９７ 

         更新配備する。 

        救急自動車（ニッサン２Ｂ型）を購入し、相馬消防署鹿島分署に配置(更新)する。 

３ 高度救急資器材一式を購入し、相馬消防署鹿島分署に配備する。 

５ 福島県共済農業協同組合連合会より、救急自動車(トヨタ２Ｂ型）１台が寄贈され、相

馬消防署新地分署に配置する。 

６ 相馬地方広域消防管理者査閲を実施する。 

     １０ 高度救急資器材一式を購入し、相馬消防署新地分署に配備（更新）する。 

     １１  消防本部旗が寄贈される。 

 消防ポンプ自動車（三菱ＣＤ１型）２台を購入し、相馬消防署鹿島分署、原町消防署

飯舘分署に配置(更新)する。 

救急救命士に１人（太田秀明）が合格、計５人となる。 

平成１０． １ 消防無線電話基地局１基、移動無線局３基、携帯無線局３基を購入し、 １９９８ 

更新配備する。 

福島県消防防災航空隊員として１名（高橋友幸）を事前派遣する。 

４ 職員定数条例を一部改正、１名増員し１４８名とする。 

福島県消防防災航空隊員として１名（高橋友幸）を派遣する。 

相馬地方広域市町村圏組合職員章が制定され、全職員に貸与する。 

      ５ 第５１回福島県下消防大会が相馬市で開催される。 

      ６ 相馬地方広域消防管理者査閲を実施する。 

      ７ 救急救命士に１人（河村幸一郎）が合格し、計６人となる。 

      ９ 救急救命シミュレーション発表会を原町市で開催する。 

指揮兼広報車（トヨタカローラバン）２台を購入し、相馬消防署、原町消防署に配置(更

新)する。 

１０ 応急手当指導員養成講習会を開催、職員全員が資格を取得する。 

     １１ 救急救命士に１人（高原和博）が合格、計７人となる。 

     １２ 高規格救急自動車（トヨタハイメディック）、高度訓練用救急資器材一式を購入し、原

町消防署に配置、運用を開始する。 

        消防無線電話全局の呼び出し名称を改正、運用開始する。 

平成１１． ４ 第１０代消防長に萩原勝が就任する。 １９９９ 

        救急救命士に１人（五賀和広）が合格、計８人となる。 

６ 指揮兼広報車（ホンダパートナー４ＷＤ）２台を購入し、相馬消防署新地分署、原町

消防署小高分署に配置(更新)する。 

    相馬地方広域消防管理者査閲を実施する。 

    連絡車（ホンダライフ）を購入し、消防本部に配置（新規）する。 

８ ポケットベルを全職員が携帯し、運用を開始する。 

９ 福島県消防緊急援助隊集結野営訓練に消火部隊１隊が参加する。 

第１回救急シンポジウムを原町市で開催する。 

１０ 第１９回全国豊かな海づくり大会が相馬市で開催され、消防特別警備隊を編成する。 

平成１１年度福島県相双地方総合防災訓練が飯舘村で実施される。 

１２ 新地分署に出動表示灯を設置する。 

コンピューター西暦 2000 年問題に係る危機管理体制を配備する。 
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平成１２． １ 火災撲滅運動の一環として、相馬地方全世帯に「無火災宣言の家」ス ２０００ 

        テッカーを配布する。 

３ 消防無線電話中継施設を鹿島町に設置し、不感地帯の解消を図る。 

財団法人日本消防協会から救急自動車（ニッサン２Ｂ型）が寄贈され、原町消防署飯

舘分署に配置（更新）する。 

４ 第１１代消防長に米山光喜が就任する。 

        財団法人日本消防協会に実務研修として１年間、職員１名（高野孝一）を派遣する。 

      ６ 相馬地方広域消防管理者査閲を実施する。 

      ７ 指揮兼広報車（ホンダパートナー４ＷＤ）２台を購入し、相馬消防署、原町消防署飯

舘分署に配置（更新）する。 

あぶくま信用金庫５０周年記念事業で、心肺蘇生法訓練用人形６体が寄贈される。 

  ８ 平成１２年度福島県総合防災訓練が相馬市で実施される。 

      ９ 第２回救急シンポジウムを原町市で開催する。 

１０ 社団法人日本損害保険協会から化学消防ポンプ自動車（三菱）が寄贈され、相馬消防

署に配置（新規）する。 

１２ 高規格救急自動車（ニッサンパラメディック）と高度訓練用救急資器材一式を購入し、

相馬消防署に配置する。 

平成１３． ２ 救急救命士に１人（米本民男）が合格、計９人となる。 ２００１ 
３ 相馬消防署に車庫を新築する。 

      ４ 機構改革により４分署の副分署長制を廃止、当直司令２名体制とする。 

      ５  相馬地方広域消防管理者査閲を実施する。 

        飯舘村建物火災を福島県消防防災ヘリコプターが発見、通報する。 

     ６ 指揮兼広報車（ホンダシビック、パートナー４ＷＤ）３台を購入し、消防本部、原町

消防署、相馬消防署鹿島分署に配置（更新）する。 

９ 第４１回福島県消防協会相馬支部幹部大会の席上、消防団幹部（班長以上の階級で３

年以上勤続者）に防火管理者認定証を交付する。 

第３回救急シンポジウムを原町市（サンライフ原町）で開催する。 

１０  第２０回福島県下消防職員親善野球大会が鹿島町で開催される。 

１１ 原町市立病院から福島県立医大まで、福島県消防防災ヘリコプターにより救急患者を

初めて搬送する。 

福島県消防防災ヘリコプターによる救急患者搬送現場検証訓練を実施する。 

平成１４． １ 相馬消防署に出動表示灯を設置する。 ２００２ 

４ 救急救命士１人（佐々木弘光）が合格、計１０人となる。 

      ５ 相馬地方広域消防発足３０周年記念管理者査閲を実施する。 

災害用エアーテントを購入し、消防本部に配備する。 

９ 第４回救急シンポジウムを相馬市（はまなす館）で開催する。 

救急自動車(トヨタ２Ｂ型４ＷＤ)を購入、原町消防署に配置(更新)する。 

１０  平成１４年度相双地方総合防災訓練が新地町で実施される。 

１１ 相馬地方自主防災組織推進大会を原町市スポーツセンターで開催する。 

相馬地方広域消防３０周年式典を原町市で開催する。 

相馬地方広域消防発足３０周年記念誌「相馬広域消防のあゆみ」を発刊する。 
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平成１５． １ 相馬地方広域消防水難救助隊が３７名で発足する。 ２００３ 

２ 水難救助隊用ウェットスーツ６着他水難救助用資機材を購入、相馬、原町両署に配備 

する。 

４ 第１２代消防長に木村健次郎が就任する。 

  福島県消防防災航空隊に消防士長 武田真弘を派遣する。 

 救急救命士１人（大河内敏栄）が合格、計１１人となる。 

      ５ 相馬地方広域消防検閲式を実施する。 

      ７ 災害救援車（ニッサンシビリアン）を購入し、消防本部に配置する。 

        双葉地方広域市町村圏組合消防本部と合同研修会を開催する。 

      ８ 福島県緊急消防援助隊集結訓練、福島県総合防災訓練が原町市で開催される。 

      ９ 第５回救急シンポジウムを原町市で開催する。 

     １０ パソコンによる消防ネットワークシステムの運用を開始する。 

     １１ 福島県消防長会主催第１回消防職員駅伝大会で当本部が優勝する。 

平成１６． ３ 現場指揮に関する職員研修会を開催する。 ２００４ 

      ５ 救急救命士に１人(大洲紀一)が合格、計１２名となる。 

      ６ 相馬地方広域消防検閲式を実施する。 

７ 双葉地方広域市町村圏組合消防本部と合同研修会を浪江町で開催する。 

      ９ 第６回救急シンポジウムを原町市で開催する。 

     １０ 新潟中越地震災害に緊急消防援助隊２隊７名が初出動する。 

 原町消防署飯舘分署に高規格救急自動車(トヨタハイメディック)を配置（新規）する。 

１１ 救急救命士に１人(庄司智久)が合格、計１３人となる。 

福島県消防長会主催第２回消防職員駅伝大会で当本部が優勝する。 

平成１７． ２ 福島県消防職員意見発表大会で林貴之副士長が最優秀賞となる。 ２００５ 

４ 第１３代消防長に渡部和俊が就任する。 

  福島県消防防災航空隊に消防士長 小林友樹を派遣する。 

  「焼死者火災多発警報」を発令し特別警戒体制をとる。 

 （３月から４月に火災多発、死者７名、火傷者４名） 

救急救命士に１人(小泉英明)が合格、計１４名となる。 

      ６ 相馬地方広域消防検閲式を実施する。 

      ７ 相馬地方震災対策推進会議を開催する。 

８ １６日宮城県沖を震源とする震度５強の地震発生により非常配備体制を発令する。 

９ 第７回救急シンポジウムを原町市で開催する。 

１０ 救助工作車（日野）を購入し、原町消防署に配置する。 

   相馬、双葉職員合同研修及び交流会を実施する。 

１１ 仙台市から「地震防災アドバイザー」亰栄二郎氏を講師に招き防災講演会を開催する。 

 救急救命士に１人（志賀 毅）が合格、計１５名となる。 

１２ 水槽付消防ポンプ自動車（日野、水槽 2,000 ㍑）を購入し、相馬消防署に配置する。 

平成１８． １ 原町市、小高町、鹿島町が合併して南相馬市が誕生したことにより ２００６ 

   原町消防署の名称が南相馬消防署に変更される。 

  また、南相馬消防署所轄の分署とともにその名称も変更される。 

  南相馬消防署小高分署、南相馬消防署鹿島分署、南相馬消防署飯舘分署 

 ２ 携帯 119 番の受信を開始する。 
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 ３ 河村幸一郎救命士が薬剤投与実施の救命士に認定第１号となる。 

   庄司智久救命士が気管挿管病院の実習を修了第１号となる。 

 ４ 講師を招き職員教養（原子力防災について）を南相馬市鹿島区で開催する。 

救急救命士に１人（岡 裕一）が合格、計１６名となる。 

 ６ 相馬地方広域消防検閲式を実施する。 

   相馬地方防火安全協会が結成発足される。 

９ 第８回救急シンポジウムを相馬市で開催する。 

１０ 双葉地方広域市町村圏組合消防本部と合同研修会を浪江町で開催する。 

１１ 高規格救急自動車（トヨタハイメディック）を購入し、南相馬消防署小高分署に配置

する。 

平成１９． ２ 住宅用火災警報器設置推進大会を南相馬市鹿島区で開催する。 ２００７ 

４ 救急救命士に２人（濱名 修、梅田真史）が合格、計１８名となる。 

５ 福島県消防殉職者慰霊祭及び第６０回福島県消防大会が南相馬市で開催される。 

  平成１９年度福島県水防訓練が南相馬市鹿島区（真野川河川敷）で実施される。 

６ 相馬地方広域消防検閲式を実施する。 

 ８ 地震災害対応訓練を実施する。 

９ 第９回救急シンポジウムを南相馬市で開催する。 

 指令車（トヨタプリウス）を購入し、消防本部に配置（更新）する。 

平成２０．  １ 福島県ドクターヘリが運用開始され、当本部管内の労災事故で県内  ２００８ 

        初出動の要請となる。 

      ２ 水槽付消防ポンプ自動車（日野、水槽 2,000 ㍑）を購入し南相馬消防署に配置（更新）

する。 

 内外部講師による職員研修を南相馬市鹿島区で開催する。 

４ 第１４代消防長に井上秀雄が就任する。 

 救急救命士に２人（鈴木伸洋、田村英二）が合格、計２０名となる。 

        化学災害対応のため活動要領と防護資機材の取り扱いについて研修会を２回実施する。 

      ６ 相馬地方広域消防検閲式を実施する。 

        １４日午前８時４３分に岩手・宮城内陸地震（震度６強）が発生し、緊急消防援助隊

（４隊１５名）が岩手県一関市（１泊）へ出動する。 

      ７ ２４日午前０時２６分に岩手県沿岸北部地震（震度６強）が発生し、緊急消防援助隊

（２隊７名）が岩手県盛岡市へ出動する。 

        地震当日開催予定の第３７回東北支部消防救助技術指導会（青森市）が、地震発生の

ため中止となり、参加予定のロープブリッジ救出チームが青森市から帰ることとなる。 

 相馬地方震災対策推進会議を開催する。 

９ 第１０回救急シンポジウムを南相馬市鹿島区で開催する。 

     １２ 高規格救急自動車（トヨタハイメディック）を購入し、南相馬消防署鹿島分署に配置 

する。 

平成２１． ２ （財）日本消防協会理事長秋本敏文氏（元消防庁長官）を招き、消防 ２００９ 

職団員を対象とした防災講演会が開催される。 

３ 第１５代消防長に森茂雄が就任する。 

 福島県消防防災航空隊に消防士長 中里岳文を派遣する。 

㈱近代消防社代表取締役三井栄志氏を招き、消防職員研修会（防災講演）及び防災懇
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談会（近代消防掲載記事インタビュー）を開催する。 

救急ＯＡシステムが導入され運用開始する。 

 救急救命士に２人（菅野茂則、菊地隆史）が合格、計２２名となる。 

６ 相馬地方広域消防検閲式を計画したが、雨により中止となる。 

８ 消防ネットワークシステムのサーバー１台を更新、１台増台し２台で運用する。 

９ 第１１回救急シンポジウムを相馬市で開催する。 

平成２２． １ 相馬消防署新庁舎の落成式（２０日）及び開署式（２２日）が挙行さ ２０１０ 

れる。 

   ※平成２１年３月２７日着工、平成２１年１２月２８日竣工 

２ 消防ポンプ自動車（日野）を購入し、南相馬消防署に配置（更新）する。 

３ 南相馬消防署小高分署新庁舎の落成式（２７日）及び開署式（３０日）が挙行される。 

※平成２１年５月２９日着工、平成２２年２月２３日竣工 

４ 第１６代消防長に山田 敏が就任する。 

救急救命士に２人（杉 幸一、渡邊 亮）が合格、更に、専門学校で養成を受けた後

に消防職員を拝命した１人（桑折健志）が合格し、計 25名となる。 

６ 高規格救急自動車（ニッサンパラメディック）を購入し、南相馬消防署に配置（更新）

する。 

相馬地方広域消防検閲式を計画したが、雨により延期する。 

９ 福島県緊急消防援助隊集結訓練、福島県総合防災訓練が相馬市で実施される。 

第 12 回救急シンポジウムを南相馬市で開催する。 

１０ 福島県相双地方（新地町）総合防災訓練が新地町役場周辺で開催される。 

１１ 相馬地方広域消防検閲式を実施する。 

北海道・東北ブロック緊急消防援助隊訓練が郡山市で開催される。 

  住宅防火対策推進シンポジウムを南相馬市鹿島区のさくらホールにおいて開催する。 

平成２３． １ 高規格救急自動車（トヨタハイメディック）を購入し、相馬消防署新 ２０１１ 

 地分署に配置（更新）する。これで、全所属に高規格救急自動車が配備となる。 

２ 新潟県小千谷市消防団長金子正男氏を招き、消防職団員を対象とした防災講演会を開

催する。 

３ １１日（金）１４：４６東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）発生 

        １４：４９～大津波警報発令、１５：４０～大津波発生（相馬市９.３ｍ） 

※震源地～三陸（牡鹿半島）沖約１３０ｋｍ、深さ２４ｋｍ、マグニチュード９.０、

震度～新地町６強、相馬市・南相馬市・飯舘村６弱（最高震度～栗原市７） 

各地で死傷者が発生し、緊急消防援助隊、県内応援隊を要請する。 

地震と津波の影響で東京電力福島第一原子力発電所が水素爆発を起こし、放射性物質

が大気中に放出されたことにより、当該発電所から半径２０ｋｍ圏内（南相馬市小高

区、南相馬市原町区の一部）が避難指示となり、南相馬消防署小高分署は、その機能

を南相馬消防署へ移転する。 

２０から３０ｋｍ圏内が屋内退避となる。 

４ 救急救命士（横山良平、遠藤洋）が合格し、計２７名となる。 

        退職予定の所属長４名（加藤警防課長、齋藤相馬署長、佐藤南相馬署長、森小高分署

長）は大地震のため、嘱託職員としてさらに２ヶ月間雇用することとなった。 

計画的避難区域に飯舘村全域が、緊急避難準備区域に２０Ｋｍから３０Ｋｍ圏内が設
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定される。 

５  嘱託職員４名の離任式を行う。 

６ 平成２３年度相馬地方広域消防辞令交付式を行う。 

 救助工作車（相馬消防署）・高規格救急自動車（横浜市長から寄贈（無償譲渡））の交

付・配車式を行う。 

８ ㈱タダノよりクレーン付４ｔトラックが寄贈され消防本部に配置する。 

      ９ 東日本大震災により平成２３年救急救命士国家試験を受験できなかった者に対しての

追加試験があり、救急救命士（遠藤洋）が合格し、計２７名となる。 

３０日「緊急時避難準備区域」が解除される。 

     １０ 東日本大震災に伴う消防活動検証の結果を消防長に答申する。 

     １２ 相馬地方地震対策計画の一部を見直す。 

平成２４． １ １８日東日本大震災福島県消防殉職者慰霊祭が南相馬市民会館「ゆめ ２０１２ 

        はっと」で開催される。 

      ２ 児玉龍彦東京大学教授を招いて「放射線と健康障害」の職員研修を原町区福祉会館で

開催する。 

      ３ 相馬地方地震対策計画に基づく地震対策訓練を実施する。 

      ４ 職員定数条例を一部改正し、消防職員定数１５２名とする。 

新規採用職員で、初の女性消防職員１名（救急救命士の資格有）が採用され、救急救

命士（伊東郁恵）が計２８名となる。 

３月２８日にＪＡ共済連福島より高規格救急自動車（トヨタ ハイメディック）の寄

贈を受け、相馬消防署に配置する。 

        常磐自動車道の南相馬ＩＣから相馬ＩＣ間が開通となる。 

        １６日に小高区の警戒区域解除、避難指示区域の見直しにより、昨年３月１４日から

閉庁していた南相馬消防署小高分署の通常業務を開始する。 

        福島県消防学校へ教官として櫻井正貴消防士長を派遣する。（平成２６年３月３１日まで） 

      ５ 高規格救急自動車（ニッサン）を購入し、大津波で全損した相馬消防署に高規格救急

自動車に替え配置（更新）する。 

横浜市長から寄贈（無償譲渡）された高規格救急自動車を消防本部に予備車として配

置する。尚、平成２４年度から常磐自動車道の一部開通により、高速道路救急対応救

急車１台増車・救急隊１隊増隊し、救急車９台（本部配置予備車１台含む）、救急隊８

隊（相馬消防署は救急隊１隊から２隊に増隊）による運用となる。 

      ７ １７日に飯舘村は区域再編により、計画的避難区域から帰還困難区域、居住制限区域、

避難解除準備区域の３区域に見直される。 

      ９ 第１３回救急ジンポジウムを南相馬市で開催する。 

        １１日に福島県警と合同捜索を実施する。（相馬、南相馬警察署管内） 

１２，１３日警戒区域等における大規模林野火災を想定した訓練を実施する。 

平成２５． ２ 消防庁国民保護・防災部防災課消防団専門官 青木浩氏を招いて、 ２０１３ 

        平成２４年度消防関係者防災研修会をさくらホールで開催する。 

        第３６回福島県消防職員意見発表会で、相馬消防署新地分署寺島政和士長が最優秀賞

となる。 

      ３ 相馬地方地震対策計画に基づく地震対策訓練を実施する。 

                鹿島駅構内でＪＲ，警察、消防合同でＪＲ列車事故対応訓練を実施する。 
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        １１、１３日に福島県警と合同捜索を実施する。（南相馬警察署管内） 

        消防ポンプ自動車（ＣＤ－１）を１台購入し相馬消防署に配備（更新）する。 

        ２７日に消防救急デジタル無線開通式を消防本部会議室で開催する。 

      ４ １日から消防救急デジタル無線が正式運用開始となる。 

        救急救命士に２人（伊藤友英、但野 充）が合格、更に専門学校で養成を受けた後消

防職員を拝命した１人（遠藤好彦）が合格し、計３１名となる。 

        消防救急デジタル無線立石山中継所への落雷により電源設備等が破損する。 

      ５ 南相馬市消防・防災センター（消防本部・南相馬消防署併設）の建設が着工となる。 

全国消防長会東北支部総会が岩手県盛岡市で開催され、席上第３６回全国消防長会東

北支部意見発表があり、福島県代表として寺島政和消防士長が出場する。 

        飯舘村で実施された多数傷病者対応訓練（ＤＭＡＴ訓練）に参加。 

      ６ 相馬地方広域消防職員研修会「公務員の倫理等に関する研修」を道の駅南相馬で開催

する。 

      ７ 天皇皇后両陛下の飯舘村行幸啓に際し、有事に備えた救急隊増隊を実施する。 

      ９ 多数傷病者事故対応訓練を南相馬（ダイユーエイト駐車場）及び相馬（相馬消防署）

で実施する。 

        第１４回救急シンポジウムを相馬市はまなす館で開催する。 

１１ 東京ドームで開催された消防団１２０年・自治体消防６５周年記念大会に出席する。 

平成２６． ２ 豪雪により、国道１１５号線や県道原町・川俣線が通行止めとなり  ２０１４ 

        相馬地方が孤立。勤務交代できず南相馬消防署飯舘分署で待機する職員あり。 

        消防職団員を対象とした平成２５年度消防関係者防災研修会を「さくらホール」で開

催予定であったが、中通りが豪雪の為東北新幹線が運休。東京から来福予定の講師が

到着できず中止となる。 

      ３ 相馬地方地震対策計画の基づく地震対策訓練を実施する。 

        鹿島駅構内でＪＲ，警察、消防合同でＪＲ列車事故対応訓練を実施する。 

        １１日に福島県警と合同捜索を実施する。（南相馬警察署管内） 

４ 第１７代消防長に草刈 薫が就任する。 

  職員定数条例を一部改正し、消防職員定数１４８名とする。 

救急救命士に２人（佐藤 学、林 貴之）が合格し、計３３名となる。 

福島県消防学校へ教官として庄司栄伸消防司令補を派遣する。（平成２８年３月３１日

まで） 

      ６ 第３７回福島県消防救助技術大会において、草野隆洸消防副士長（ロープブリッジ渡

過）、佐藤弘隆消防副士長、佐藤貴洋消防副士長（ロープ応用登はん）が第１位となり

第４３回全国救助技術大会に出場を決める。（８月２０日広島県に発生した土砂災害対

応のため、８月２７日の全国大会は中止となった。） 

        地方公務員災害補償基金による職員のためのメンタルヘルスセミナーを２日間にわた

り道の駅南相馬で開催する。 

      ７ 飯舘村草野小学校グラウンドにおいて、第３９回相馬地方消防操法大会を開催する。 

      ８ 東日本大震災以後、被災者に対し免除してきた消防手数料徴収を開始する。 

      ９ 第１５回救急シンポジウムを南相馬市さくらホールで開催する。 

        震災後、許可車両以外通行止めとなっていた国道６号線は、一般車（自動車のみ）の

通行が可能となる。 



- 16 - 

 

１０ 指揮兼広報車（トヨタ ラッシュ）を３台購入し、相馬消防署、南相馬消防署、南相

馬消防署飯舘分署に配備（更新）する。 

１１ 飯舘村須萱地内において、避難区域内における大規模火災対応訓練を開催する。 

   双葉地方広域市町村圏組合消防本部との合同で常磐道現地調査を実施する。 

   亘理地区行政事務組合消防本部との合同で常磐道事故対応訓練を宮城・福島県境で実

施する。 

   新地町農村環境改善センターにおいて、第３８回相馬地方広域消防職員意見発表会を

開催する。 

１２ 喜多方地方広域市町村圏組合消防本部 高久警防課長を講師に迎え、高速道事故対応

研修会を開催する。 

   常磐自動車道浪江ＩＣ以北が開通する。 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－１ CAFS 付）を１台購入し新地分署に配備（更新）する。 

平成２７． １ 高機能消防指令施設仮運用、南相馬市消防・防災センターにおいて ２０１５ 

業務を開始する。 

２ 防災システム研究所山村武彦氏を招き、消防職団員を対象とした平成２６年度消防関

係者防災研修会を南相馬市さくらホールで開催する。 

常磐自動車道南相馬鹿島スマートＩＣが開通となる。 

３ 常磐自動車道浪江ＩＣから常磐富岡ＩＣ間が開通し全線開通となる。 

  南相馬市消防・防災センター落成式と高機能消防指令施設開通式を、南相馬市と相馬

地方広域市町村圏組合の合同で挙行する。（２４日） 

４ 救急救命士に２人（中里岳文、但野賢哉）が合格し、計３５名となる。 

福島県消防防災航空隊に佐藤彰洋消防士長を派遣する。（平成３０年３月３１日まで） 

      ５ 避難区域大規模火災対応訓練が楢葉町で開催される。 

      ６ 相馬地方防火安全協会設立総会が消防本部会議室において開催される。 

      ８ 指揮兼広報車（トヨタ プリウスα）３台を購入し、消防本部、相馬消防署、南相馬

消防署へ配備する。 

        福島県総合防災訓練が雲雀ヶ原祭場地をメイン会場として開催される。 

      ９ 標準報酬制度が導入される。 

        台風１７号、１８号襲来により消防長特命大雨特別警戒が発令される。 

        第１６回救急シンポジウムを相馬市はまなす館で開催する。 

平成２８． １ 小型水槽付消防ポンプ自動車（ＣＤ－１ ＣＡＦＳ付）２台と災害 ２０１６ 

        救援車を購入し、小型水槽付消防ポンプ自動車は南相馬消防署小高分署、同飯舘分署

に、災害救援車は消防本部に配置（更新）する。 

 常葉大学社会環境学部教授重川希志依氏を招き、消防職団員を対象とした平成２７年

度消防関係者防災研修会を南相馬市さくらホールで開催する。 

      ３ 当本部作成の「東日本震災記録～あの日を忘れない～」が完成、関係機関へ配布する。 

      ４ 南相馬市原町区大谷地内で発生の建物火災から移行した林野火災は、２日にわたり、

３２ha を焼失した。 

        人事評価制度が開始される。 

  救急救命士に２人（駒木根孝幸、荒 和久）が合格し、柳沼飛翔が救急救命士有資格

者で採用される。 

      ６ 深夜勤務従事者健康診断を実施する。 
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        相馬地方広域消防検閲式を開催する。 

      ７ 南相馬消防署飯舘分署新庁舎の落成式が挙行される。（３０日） 

※平成２７年１０月７日着工、平成２８年５月３１日竣工 

      ８ 南相馬市原町区北泉での水難事故に対応した海上保安部の小型艇が転覆する多重事故

の発生により、当本部から１２隊３３名が捜索･救助にあたる。 

 ９ 相馬消防署新地分署新庁舎の落成式が挙行される。（３０日） 

※平成２７年１０月２０日着工、平成２８年９月１６日竣工 

     １０ ワンデーインターンシップ（女性消防職員採用広報活動）が仙台市で開催され、消防

本部として参加する。 

     １１ 福島県沖地震（マグニチュード７．４ 震度５弱）で津波警報が発令。非常配備体制

を発令する。 

     １２ ＪＲ常磐線相馬駅から浜吉田駅間が開通する。 

        小型水槽付消防ポンプ自動車を購入し、南相馬消防署鹿島分署に配置（更新）する。 

平成２９． １ 南相馬市立総合病院脳卒中センターの開所により、センター、消防、 ２０１７ 

        ドクターヘリによる連携訓練が開催される。 

 南相馬市消防団大岩邦子氏、齋藤万喜氏、福島復興局長木幡浩氏を招き、平成２８年

度消防関係者防災研修会を南相馬市さくらホールで開催する。 

      ３ 化学消防ポンプ自動車（Ⅲ型）１台と多目的消防車（ブーム・小型水槽・ＣＡＦＳ）

２台を購入し、化学消防ポンプ自動車は南相馬消防署に、多目的消防車は相馬消防署、

南相馬消防署に配置（更新）する。 

東北中央自動車道相馬福島道路相馬山上ＩＣから相馬玉野ＩＣ間が開通する。 

４ 第１８代消防長に小谷津芳秀が就任する。 

  救急救命士国家試験に遠藤啓一消防士長、西 悠佑消防士長が合格する。 

      ５ 双葉郡浪江町内の十万山で発生した林野火災に、福島県広域消防相互応援協定に基づ

き職員を派遣する。９日間にわたり、人員延べ９０名、車両延べ１７台が活動。 

      ６ 第４０回福島県消防救助技術大会において、佐藤弘隆消防士長、佐藤貴洋消防士長組

（ロープ応用登はん）、高橋晃平消防副士長（はしご登はん）が第１位となり、第４６

回全国大会出場を決める。 

      ７ 相馬地方広域消防検閲式を開催する。 

      ８ 福島、伊達、安達、相馬の４消防本部で県北・相馬消防連携等推進研究会を設置する。 

        第４６回全国消防救助大会（仙台市）でロープ応用登はんは第３位、はしご登はんは

第１５位の成績を収める。 

      ９ 第１８回救急シンポジウムを相馬市はまなす館で開催する。 

１０ 相馬地方広域消防ハラスメント対応委員会を開催する。 

１２ 南相馬消防署鹿島分署新庁舎の落成式が挙行される。（２１日） 

※平成２９年３月２９日着工、平成２９年１１月２２日竣工 

平成３０． １ 相馬中央病院 坪倉正治氏を招き、消防職団員を対象とした平成２９ ２０１８ 

年度消防関係者防災研修会を相馬市民会館で開催する。 

      ２ 高規格救急自動車（トヨタ）を購入し、南相馬消防署に配置（更新）する。 

        高規格救急自動車（ニッサン）を購入し、南相馬消防署小高分署、同飯舘分署に配置

（更新）する。 

      ３ 東北中央自動車道相馬福島道路相馬玉野ＩＣから霊山ＩＣ間が開通する。 
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        県道原町川俣線八木沢トンネルが開通する。 

原子力防災資機材貸与物品としてエアテント一式が配備される。 

４ 警防課通信指令係を３係長制とする。 

福島県消防学校へ教官として庄司智久消防司令補を派遣する。（令和２年３月３１日まで） 

救急救命士国家試験に新妻真人消防司令補、佐藤勝亮消防士長が合格する。 

      ６ 天皇皇后両陛下をお迎えし、第６９回全国植樹祭ふくしま２０１８が原町区萱浜で開

催され、会場警備にあたる。 

        第４１回福島県消防救助技術大会において、久田裕一郎消防士長（ロープブリッジ渡

過）が第１位となり、第４７回全国救助技術大会に出場を決める。（台風２０号の影響

により８月２４日の全国大会（京都市）は中止となった。） 

      ７ 相馬地方広域消防検閲式を開催する。 

      ８ 第４１回福島県消防操法相馬地方大会を長友グラウンド（相馬市）で開催する。 

      ９ 第１９回救急シンポジウムを南相馬市さくらホールで開催する。 

        県消防学校と連携する消防団員基礎教育Ⅱを消防本部主催で開催する。 

１０ ４消防本部合同集団救急事案対応訓練を小高区減容化施設で開催する。 

平成３１． １ 福島地方気象台次長 松岡稔氏を招き、消防職団員を対象とした平成 ２０１9 

        ３０年度消防関係者防災研修会をさくらホールで開催する。 

        平成３０年度第１回ハラスメント対応委員会を開催する。 

      ４ 救急出場平準化対策のため、所属の配置人員を見直す組織改変を行う。 

救急救命士国家試験に大久保貴司消防士長、牛来浩希消防士長が合格する。 

        消防庁長官 黒田武一郎氏の激励視察を南相馬市消防・防災センターで受ける。 

令和 元． ５ 新天皇が即位され、元号が「令和」に改められる。 

      ６ 相馬地方広域消防検閲式を開催する。 

        第４２回福島県消防救助技術大会において、堀川和成消防副士長、木幡拓也消防副士

長、志賀虎也消防副士長（以上３名：ほふく救出）、角彩路消防士（ロープブリッジ渡

過）が第１位となり、第４８回全国消防救助技術大会（岡山市）に出場し入賞する。 

      ８ 令和元年度職員教養を南相馬警察署 刑事課長 横山昭幸氏を招き開催する。 

      ９ 第４９回福島県消防協会相馬支部幹部大会を新地町農村環境改善センターで開催する。 

        第２０回救急シンポジウムを相馬市はまなす館で開催する。 

     １０ 台風１９号と２５日の豪雨により、相馬地方では死傷者や住宅への浸水、浄水施設の

被災により長期間の断水が発生する。 

令和 ２． １ 第４３回相馬地方消防職員意見発表会を相馬市はまなす館で開催し、 ２０２０ 

        角彩路消防士が最優秀賞となる。 

        ラジオ福島アナウンサー大和田新氏を招き、令和元年度消防関係者防災研修会を南相

馬市浮舟文化会館で開催する。 

      ３ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策により退職職員感謝の集いを中止する。 

        感染症拡大防止で６月の東京オリンピック開催が延期となり、南相馬市及び相馬市、

飯舘村で予定された聖火リレーの警備体制も見送られる。 

救急救命士国家試験に伹野恵伸消防司令補、寺島政和消防司令補が合格し、水谷祐介

消防士が救急救命士有資格者で採用される。 

      ４ 第１９代消防長に菅野忠孝が就任する。 

職員定数条例を一部改正し、消防職員定数１５２名とする。 
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再任用職員２名の採用と所属の配置人員を見直す組織改変を行う。 

        １６日全都道府県が新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の区域となる。 

新型コロナウイルス対策会議（第１回）を開催し業務継続計画について検討する。 

感染症拡大防止対策のため第７３回福島県消防大会（主催：（公財）福島県消防協会、

共催：相馬地方広域消防本部・福島県消防協会相馬支部）の中止が決定される。 

県消防学校が新型コロナ対策のため閉鎖され初任教育学生が一時自宅学習となる。 

      ５ 緊急事態宣言が解除される。 

        新型コロナ対策のため第４３回福島県消防救助大会が中止となる。（東北地区支部救助

指導会、全国救助大会も中止） 

      ６ 特殊災害対応消防支援車（日野、マルチブーム７㌧：消火用タンクコンテナ・救急救

助対応用資機材コンテナ）を購入し、南相馬消防署に配車する。 

      ８ 新型コロナ対策のため第４２回福島県消防操法相馬地方大会が中止となる。（福島県消

防操法大会、全国消防操法競技大会も中止） 

      ９ 新型コロナ対策のため第２１回救急シンポジウムを中止とする。 

     １０ 津波・大規模風水害対策車（いすゞ、油圧式マルチゲート：水陸両用車・高機能救命

ボート）を総務省より貸与され、相馬消防署に配車する。 

        消防団員基礎教育Ⅱを相馬市防災備蓄倉庫及び南相馬市消防防災センターで開催する。 

        新型コロナ対策のため９月から延期の組合職員採用候補者一次試験を消防本部で実施

する。 

１１ 福島県消防指令センター共同運用検討準備会議の第１回会議が県庁で開催される。 

   福島県総合防災訓練が福島ロボットテストフィールドで開催される。 

     １２ 新型コロナ患者移送後の救急隊員のための保養用住戸を、南相馬市の協力で原町区東

町に２部屋確保する。 

令和 ３． １ 新型コロナ特措法による緊急事態宣言が１１都府県に発令され、これ ２０２1 

に含まれない福島県ではこの間を新型コロナウイルス緊急対策期間とする。（翌月７ 

日までが１４日までに延長される。） 

        新型コロナ対策のため第４４回相馬地方広域消防意見発表会は中止としたが、第４４

回福島県消防職員意見発表会は動画審査となる。 

        福島地方気象台次長中塚斉氏を招き、令和２年度消防関係者防災研修会を南相馬市さ

くらホールで開催される。 

２ １３日（土）２３：０７地震発生 津波なし。震源地～福島県沖の深さ５５ｋｍ、 

マグニチュード７.３、震度～相馬市・新地町６強、南相馬市６弱、飯舘村５強 

（最大震度～６強）これにより相馬市黒木地内の常磐道で大規模な土砂崩れが発生し 

上下線が通行止めとなるも負傷者なし。ほか管内で死者はなく負傷者７名を搬送する。 

最大震度の相馬市、新地町では多くの建物に被害が発生する。 

      ３ 水槽付消防ポンプ自動車（日野、水槽 2,100 ㍑）を購入し、南相馬消防署に配置（更

新）する。 

        救急救命士に今野辰彦消防司令補が合格する。 

        東京オリンピック開催に伴い、聖火リレーがＪヴィレッジをスタートし当管内におい

て警備を担当する。 

      ４ 第２０代消防長に菅原照見が就任する。 

職員の第１回目新型コロナウイルスワクチン接種が開始される。 
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      ５ 職員の第２回目新型コロナウイルスワクチン接種が開始される。 

        ｅロボティクスより救急活動中の新型コロナ感染リスク低減のため、可搬型陰圧クリ

ーンドームの寄贈を受け、南相馬消防署に配備する。 

新型コロナウイルス感染症拡大により福島県非常事態宣言が発令される。 

        第４３回福島県消防救助大会が開催され、小野田大士長がロープブリッジ渡過におい

て優勝、ほふく救助において堀川和成士長、木幡拓也士長、菅野勇輝副士長が優勝し

全国大会への出場権を獲得する。 

福島県非常事態宣言発令に伴い、第７４回福島県消防大会（主催：（公財）福島県消防

協会、共催：相馬地方広域消防本部・福島県消防協会相馬支部）の中止が決定される。 

７ 東京オリンピックが開幕し福島県営あづま球場がソフトボール会場となった。消防が

警備担当となり、当本部からも派遣した。（２３日開幕８月８日閉幕） 

８ 福島県新型コロナウイルスまん延防止等重点措置が適用される。 

９ 福島県新型コロナウイルスまん延防止等重点措置が適用される。 

  新型コロナ対策のため第２１回救急シンポジウムを中止とする。 

     １０ 県消防学校と連携する消防団員基礎教育Ⅱを消防本部主催で開催する。 

     １１ 高規格救急自動車（トヨタ）を購入し、相馬消防署に配置（更新）する。 

        救助技術全国大会が新型コロナの影響を受け中止となる。 

     １２ 第４５回相馬地方広域消防職員意見発表会が消防本部において開催される。 

        令和３年度相馬地方広域市町村圏組合職員教養を開催する。各所属、事務局及び看護

学校に対し初の Web 配信を行う。 

職員の第３回目新型コロナウイルスワクチン接種が開始される。 

令和 ４． １ ２７日福島県新型コロナウイルスまん延防止等重点措置が適用される ２０２２ 

２ 福島県新型コロナウイルスまん延防止等重点措置の適用により令和３年度消防関係者

防災研修会が中止となる。 

  福島県新型コロナウイルスまん延防止等重点措置の適用により第４５回福島県消防職

員意見発表会が動画審査となる。 

      ３ 救急救命士に柚原和也消防士長、返見彰士長、林雅洋士長、草刈悠斗消防士が合格す

る。 

      ４ 第２１代消防長に太田秀明が就任する。 

職員定数条例を一部改正し、消防職員定数が１５６名となる。 

      ６ 新型コロナウイルス感染症により中止していた第７５回福島県消防大会が須賀川市に

おいて３年振りに開催される。 

        第４４回福島県消防救助大会が開催され、ロープブリッジ渡過の部で小野田大士長が

優勝、ほふく救出の部で志賀虎也副士長、川上浩平副士長、渡部哲志副士長が同じく

優勝し第５０回全国消防救助大会に出場となり、また、ロープブリッジ救出の部では、

第５０回東北地区支部消防救助技術指導会へ出場となる。 

７ 職員の第４回目新型コロナウイルスワクチン接種が開始される。 

        新型コロナウイルスの影響で第４４回福島県消防操法相馬地方大会が中止となる。 

      ９ 令和４年度４消防本部合同訓練が福島ロボットテストフィールドで実施する。 

臨床心理士の有園愛氏を招き相馬地方広域消防職員教養を開催し、併せて各所属及び

事務局に Web 配信を行う。 

     １０ 消防団員基礎教育Ⅱを相馬市防災備蓄倉庫と南相馬市消防・防災センターで実施する。 
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     １２ 職員の第５回目新型コロナウイルスワクチン接種が開始される。 

        第４６回相馬地方広域消防職員意見発表会が消防本部において開催される。 

 

令和 ５． １ 会津大学特任教授の屋代眞氏を招き、令和４年度消防関係者防災研修 ２０２３ 

        会がサンライフ南相馬において開催される。 

      ３ 災害対応特殊救急自動車（トヨタ）を購入し、南相馬消防署に配置（更新）する。 

        救急救命士に小岩秀明司令補と岩崎連也士長、令和５年度採用の小野成海、末永眞崇

が合格する。 

      ４ 第２２代消防長に五賀和広が就任する。 

      ５ 新型コロナウイルス感染症が感染症法上２類から５類に移行となり、感染対策が緩和

される。 

      ６ 新型コロナウイルス感染症で延期されていた相馬地方広域消防検閲式を開催する。 

        第４５回福島県消防救助大会が開催され、はしご登はんの部で菅俣直也副士長が優勝、

ロープ応用登はんの部で髙瀬雄飛士長、柳沼飛翔士長が同じく優勝し第５１回全国消

防救助大会に出場となり、また、ロープブリッジ救出の部でも優勝し第５１回東北地

区支部消防救助技術指導会へ出場となる。 

      ８ 第５０回福島県消防協会相馬支部幹部大会が相馬市のはまなす館で開催する。 

      ９ 相馬地方救急シンポジウム２０２３が台風１３号の影響により中止となる。 

     １０ 福島県消防長会主催の消防署長研修会が消防本部において開催される。 

     １２ 第４７回相馬地方広域消防職員意見発表会が消防本部において開催される。 

令和 ６． ２ 元東京消防庁丸の内消防署長の谷口由美子氏を招き、令和５年度消防 ２０２４ 

        関係者防災研修会が南相馬市のさくらホールにおいて開催される。 

      ３ 高規格救急自動車（トヨタ）を購入し、南相馬消防署鹿島分署に配置（更新）する。 

救急救命士に板倉健悟司令補、阿部啓太士長、令和６年度採用の青田莉空が合格する。 
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本間　健一

只野　清治

相馬地方広域消防歴代管理者・消防長等一覧表

吉田　信雄

管 理 者
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相馬消防署 原町消防署

消 防 長 次 長 総 務 課 長 予 防 課 長 警 防 課 長 署　　　長 署　　　長

平 成 17 年 度
中野　一徳
（鹿島町長）

渡部　和俊 井上　秀雄 西内　正雄 菅野　幸一 福島 　 昭 森　  茂雄 小椋　一男

平 成 18 年 度

小椋　一男

平 成 19 年 度

平 成 20 年 度 井上　秀雄 西内　正雄 森　　茂雄 村井　俊幸 渡部　信行 中塚　章一

平 成 21 年 度 森　　茂雄 小椋　一男 山田 　 敏 若林　安夫 内田　直人 渡部　純市

桜井　勝延

平 成 22 年 度
（南相馬市長）

山田 　 敏 高野　孝一 高野　孝一 只野　正夫 加藤　正人 齋藤　岩雄 佐藤　信義

平 成 23 年 度 木村　一正 佐藤 　 久 草刈　  薫

平 成 24 年 度 草刈 　 薫 菅野  富茂 佐藤  敬一

平 成 25 年 度 草刈 　 薫 菅野  富茂 遠藤  光美 佐々木久人

平 成 26 年 度 草刈 　 薫 佐藤 　 久 佐藤 　 久 高倉　健一 小谷津芳秀 佐々木久人 遠藤　吉行

平 成 27 年 度 遠藤　吉行 小谷津芳秀

平 成 28 年 度 小谷津芳秀 小谷津芳秀 菅原　照見 菅野　忠孝 高倉　健一

平 成 29 年 度 小谷津芳秀 菅野　忠孝 菅野　忠孝 遠藤　吉行 須田　幸正 菅原　照見

門馬　和夫

平 成 30 年 度
（南相馬市長）

令 和 元 年 度 高倉　健一 太田　秀明

令 和 2 年 度 菅野　忠孝 菅原　照見 菅原　照見 太田　秀明 瀬川　隆志 須田　幸正

令 和 3 年 度 菅原　照見 太田　秀明 太田　秀明 加藤　英喜 瀬川　隆志 五賀　和広 河村幸一郎

令 和 4 年 度 太田　秀明 五賀　和広 五賀　和広 太田　修司

令 和 5 年 度 五賀　和広 太田　修司 太田　修司 脇本　昌弘 小泉　英明 高原　和博 佐々木弘光

令 和 6 年 度

管 理 者
消 防 本 部

 ※平成18年1月1日
   から南相馬市長

南相馬消防署署長
（以降南相馬消
  防署になる）

渡辺　一成
（原町市長）
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通信指令係 

庶  務  係 

予  防  係 

保  安  係 

警  防  係 

訓練指導係 

救  急  係 

庶  務  係 

予  防  係 

保  安  係 

警  防  係 

訓練指導係 

救  急  係 

総  務  係 

企画調整係  

予 防  係 

危険物係 

警 防 係 

救  急  係 

相馬地方広域消防組織図 
 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

管 理 者 

消 防 長 

消 防 本 部 予 防 課 

警 防 課 

総 務 課 

飯 舘 分 署  

庶 務 係 

救 急 係 

予 防 係 

警 防 係 

相 馬 消 防 署 

新 地 分 署  

庶 務 係 

救 急 係 

予 防 係 

警 防 係 

小 高 分 署  

庶 務 係 

警 防 係 

救 急 係 

予 防 係 

鹿 島 分 署  

庶 務 係 

警 防 係 

救 急 係 

予 防 係 

南相馬消防署 
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相馬地方広域消防現勢分布図 

 

 

1 1 

1 

1 1 
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相馬地方広域市町村圏勢の推移 

区  分 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 

面 積（㎢） 873.20 873.20 873.20 873.20 873.20 

人   口 107,273 105,745 104,283 102,615 101,188 

世 帯 数 43,094 43,293 43,351 43,356 45,377 

(注)人口、世帯数は、４月１日現在の数値 

 

 

消 防 予 算 の 推 移 

区分 

年度別 

組合総予算額 

（当 初） 

      千円 

消防費予算額 

（当 初） 

    千円 

 

構 成 比 

        ％ 

消  防  費 

1世帯当り 

円 

人口1人当り 

円 

2 1,609,955 1,427,950 88.70 33,136 13,311 

3 1,565,278 1,413,166 90.28 32,642 13,364 

4 1,541,230 1,394,882 90.50 30,712 13,418 

5 1,580,458 1,427,286 90.30 32,920 13,909 

6 2,240,429 2,073,381 92.54 45,692 20,490 

 

 

消 防 施 設 等 整 備 状 況 

※ 1 件百万円以上のもの        （令和5年度） 

区     分 数量 事業費(千円) 該  当  所  属 

高 規 格 救 急 自 動 車 一式 33,737 南相馬消防署鹿島分署 

 


